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１.無責任の構造　　（モラルハザードの知的戦略）　岡本　浩一　　ＰＨＰ新書

2.無責任の連鎖　耐震偽装事件　　　産経新聞社社会部取材班

3.責任という虚構　　坂井　敏晶　　東京大学出版社

4.裁判　　佐木　隆三編　　責任と無責任との間　　　田中　美知太郎　（株）作品社

5.日本人の美質　　坂東　眞理子　　ベスト新書

6.住んでみたヨーロッパ　9勝1敗で日本の勝ち　　　川口マーン恵美　講談社
１.無責任の構造　　（モラルハザードの知的戦略）　岡本　浩一　　ＰＨＰ新書

　組織のあるところには、必ず「無責任の構造」が潜んでいる。証券会社の損失補てん、自動車会社のリコール隠し、警察の被害届改ざん、本書では、無責任を引き起こす集団と人格のメカニズムを社会心理学的に分析している。日本の企業風土では、ことがらの是非そのものよりもそのことがらに関係している人が「よい人」かどうかの評価によって種々の決定を行う傾向が強い。たとえば、同じ内容の企画書でも誰が提案したかによって採否が決まることがしばしばある。

「無責任の構造」への知的理解と対処すべき点
1 自分自身の専門的判断力を鍛える

2 人脈に頼らぬ発想と習慣をつける

3 孤高に耐える
4 認知的複雑性を高く評価する

5 人から好かれたいという気持ちを捨てる

6 多方面の読書に努める

7 多面的な関心を維持する

8 善悪判断を抑える

9 高度なユーモアセンスを備える

10 言葉づかいを上達させる

11 社会的判断を上達させる

12 社会的技術を鍛える（職場のルール）

2.無責任の連鎖　耐震偽装事件　　　産経新聞社社会部取材班
1981年の法改正により、それ以降に建設された建物は全て震度5に耐えうる設計により建設されることになった。

しかし、外見からはその基準をしっかり準拠しているかどうかわからない。
2005年の耐震偽装問題は、元1級建築士の姉歯氏や後に破産することとなる株式会社ヒューザーなどが組織的に偽装を繰り返し建物の建設を繰り返していたという事件。

裁判による公判では「元1級建築士の姉歯氏による個人的な犯罪」と結論付けた。
グランドステージ東向島などのマンションや、ホテルなど多くの物件に渡り耐震偽装が行われており、中には数千万円の分譲マンションを購入した人も多くいて、泣く泣く退去しなくてはならなくなった。

安く建築するために、耐震に必要な工事を抜いていたというのが元凶。マンションの価格はたしかに割安だったようだが、格安というわけではなかったようだ。
当初は建築会社やコンサル会社との共同での犯行と思われたが、姉歯秀次氏だけの判断で偽装を繰り返したとして懲役5年、罰金180万円の実刑判決を言い渡された。（執行猶予なし）
3.責任という虚構　　坂井　敏晶　　東京大学出版社
（1994年フランス国立社会科学高等研究院修了。　現在パリ第八大学心理学部準教授）

　「責任という虚構」大切なのは、根拠の欠如を暴くことではなく。無根拠の世界に意味が出現する不思議を解明することである、どうせ世界秩序は、虚構に支えられざるを得ないか、よりよい虚構を作るように努力すべきだという意見もある。しかしそんなに簡単に世界の虚構性を認めてよいのか？道徳や真理に根拠はない。しかし、それにもかかわらず、ゆるぎない根拠が存在するように感知されなければ人間社会は、ありえない。

　真理や根拠とは、集団性の別表現であり、人間の運命は我々自身に手の届かないところで進行する。どんなに社会科学が進歩しても人間の未来は、予知されえない。歴史は実際に生ずることしか、その姿をあきらかにしない。社会は、人間から遊離して自立運動する。

4.裁判　　佐木　隆三編　　責任と無責任との間　　　田中　美知太郎　（株）作品社
（田中　美知太郎　　1902-85　哲学者）

「疑わしきは罰せず」という言葉ことは、法律関係の議論にときどき用いられる。

これは、裁判官の心得とか、あるいは信条とかいうものに関わると言える。裁判官が、自分の心得として、疑わしきは罰せずという方針で裁判にのぞむことは、有意義である。
5.日本人の美質　　坂東　眞理子　　ベスト新書
（昭和女子大学長、同大学女性文化研究所所長、東京大学卒業後１９６９年に総理府入省、青少年対策本部老人対策室、内閣広報室参事官、埼玉県副知事、オーストラリア・ブリスベン総領事）
3.11の大震災の後、日本及び日本国民に対して世界中から賞賛と支援のメッセージが届けられた。それは、苦難にも取り乱さず、ぐっと耐え忍ぶ姿であり、職責を懸命に果たす現場の職員たちの姿であった。そんな日本人の良さを再認識し、また同時にその弱さを分析し、明るい未来を築くために日本人の美質をどう磨いていけばよいかが提言されている。
　　今回の大震災で普通の日本人の忍耐心、自己コントロール力、責任感・隣人愛・助け合いあんどさまざまな美質があきらかになり、自分たちの同法に誇りを感じると同時に一方で、トップの頼りなさ、決断力のなさ、保身、判断力のなさなどが浮き彫りになった。　どちらも現実の日本であり、それを受け止めて本気で自分自身を見直し、今までと発想を変え、できることから手をつけなければならない。
　日本人の強みが最大限に発揮されるものは、ものづくりではなく、ライフスタイルやサービス、日本人の生活スタイルやマナーなどは、世界からみると非常に魅力的で商品価値が高い。
　今後私たちはどう生きるか

1 日本のビジネスを支えてきたアレンジ力と現場力

2 相手の土俵で勝負する

3 ニッチを狙うのが生き残りの一つの方法

4 省エネ・除染技術の先進国へ
5 ものづくりからポップカルチャーへ

6 世界が愛する「カワイイ」文化

7 英語教育に本腰を入れる

8 日本式「ライフスタイル」を商品にする

9 世界一の「日本式マナー」を売り出そう

10 超高齢化世界のお手本

11 世界がうらやむセーフティネット

12 「日本は、良い国」というキャラをたてる

13 歴史が教えてくれた日本の進むべき道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.住んでみたヨーロッパ　9勝1敗で日本の勝ち　　　川口マーン恵美　講談社
（１９５６年、大阪府に生まれる。ドイツ・シュットウットガルト在住。作家。拓殖大学日本文化研究所客員教授。日本大学芸術学部音楽科ピアノ科卒業）
「イメージよりも実際に暮らした時の印象がずっとよい稀有の国」である日本の住民にそのよさに気づいてほしい。ドイツで30年以上生活する筆者がその思う所を記載している。
　神話からつながる日本の歴史。争わず、穏やかに、時代をつむいできた知恵と手腕。
「和をもって貴（とおとし）となし、さかふることなきを宗（むね）とせよ」という聖徳太子の「１７条憲法」は、いまも私たちの心の中に生きている。それらすべてが。日本という国の奥深さを作っている。「日本人は、世界一の楽園に住んでいる」ヨーロッパからみた日本の姿を再確認してほしい。おそらくそれは、かつてヨーロッパ人があこがれた「ジパング」と同じである。
・泥棒天国ヨーロッパ。（イタリアのスリは、お金を抜いた後財布を郵便ポストへ）

・エアロビのできないドイツ人（リズム感では、日本の勝ち、鉦や太鼓の変化の打楽器）

・不便をこよなく愛するノルウェー人（石油は、輸出、電力は水力で）

・スペインの闘牛と日本のイルカ漁（雄のオーラを放つ闘牛士を前に）
・ケルンの地下鉄建設と池袋の道路工事（地下鉄工事で教会が「斜塔」に）

・日本の百倍にひどいヨーロッパ食品偽装（安く偽装のドイツ、高級食の日本）

・ドイツの宗教事情（キリスト教信者は、洗礼、教会の正会員、所得税の9％を教会へ

2011年の教会税の収入は、プロテスタントが43億ユーロ、カトリックが49億ユーロでこれらほとんどが聖職者の給料や年金へ）

・歴史の忘却の仕方―ヨーロッパとアジア（独仏は、子供に過去の恨みを伝えない）

・奴隷制度がヨーロッパに残した「遺産」（ヨーロッパでは、近隣諸国と陸続きだったのでしょっちゅう戦争が起こり負けた国の人間は、奴隷とされる不文律が近世まで実行された。しかし日本には、そのようなことはかなり早くから消えてしまった）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
